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第３章－１－（４）－ア

沖縄の文化の源流を確認で
きる環境づくり

市町村名 石垣市

その他（　　）実施方法

事業実施
年度

年度
該当箇所

事業内容 八重山の伝統文化である「闘牛」の発展を図るため、老朽化した闘牛場の改修支援を行う。

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 闘牛場改修事業

平成

29

□ 直接実施 □ 委託 ■ 補助 □ 負担 □

平成

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

目　標

-

実　績

実　績

R3年度

目　標 完了 - - -

目　標

執行状況の説明 　当初計画どおりに執行した。

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

実　績

実　績

目　標

闘牛場改修工事費用の一部補助

目　標

- -

100.0%

うち
交付金充当額

9,191 - - - 9,191

総事業費

Ａ．予算現額

目　標

実　績

20,000

20,000 - - - 20,000

Ｂ．執行済額 20,000 -

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－(１)

- - -

実施 - - - -

～

実施 -

H30年度 R1年度 R2年度

- - -

達成状況

H29年度

29

完了 - - - -

実　績

闘牛場改修工事の完了

担当部課名
企画部観光文
化スポーツ局

　観光文化課

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

H29年度

執行率（％）(B/A) 100.0%

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）
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【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

6回

実　績

成果目標（指標）

中期にわたる事業効果
後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

□
■

達成／進捗状況

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

- - - 3回

闘牛大会開催の増

目　標 - - - -

-

状
況
説
明

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・闘牛大会の開催は、昨年度以前と同数の４月、８月、１月開催の計３回となり目標を下回っているが、来場者数は改修前の300名程度か
ら、４月開催およそ1,000名、８月及び１月開催およそ600名と、大きく増加している。

【H30年度】
・目標値は、通常の闘牛大会に加え、観光闘牛として旅行ツアーのアクティビ
ティなどの取り組みを見込んだものであったが、H30年度は実施に至らず、開
催数が低調となった。

【H30年度】
・闘牛大会の開催数の増に向け、更なるＰＲ活動等を展開し、大会開催の
工夫など、引き続き闘牛組合において検討を行う。また、観光資源のひと
つとして、貴重な八重山伝統文化である「闘牛」の付加価値の向上に取り
組んでいく必要がある。

【H30年度】
・八重山闘牛組合等と連携し、ツアー会社などへのＰＲ活動に取り組むことで観光闘牛としての闘牛大会の増を図る。また、八重山闘牛組合、石垣市な
らびに観光交流協会等の観光関連団体による、観光情報としての闘牛文化の発信などを検討していく。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度
H30年度
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市町村名 石垣市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 歩行者ならびに自転車空間ネットワーク整備計画策定事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－(１)
29 29 該当箇所

担当部課名 建設部 　都市建設課
事業実施
年度

平成 ～

第３章－３－（２）－エ

観光客の受入体制の整備

事業内容 歩行者ならびに自転車空間ネットワーク整備計画書の作成を行う。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 総事業費

Ｂ．執行済額 4,957 - - - 4,957

Ａ．予算現額 7,009 - - - 7,009

執行率（％）(B/A) 70.7% - - - 70.7%

うち
交付金充当額

3,965 - - - 3,965

執行状況の説明 　不用額は入札残によるものであり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

-

実　績 実施 - - - -

整備計画策定

目　標 実施 - - -

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

整備計画策定完了

実　績 完了 - - - -

目　標 完了 - - - -

実　績

目　標

実　績

目　標
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事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

各種施策の
展開

実　績 - - - -
各種施策の
展開実施

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

本事業の整備計画に基づき各種施策を実施する。

目　標 - - - -

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・関係機関、関係部署などにおいても本整備計画に基づく各種施策の実施が図られるよう、市HPへの掲載等により計画を広く公表し、情報共有を図りな
がら連携していく。

状
況
説
明

【H30年度】
・策定した本計画について、各関係機関等に対する周知、連携に取り組んだところ、現在整備中の県道において、本計画に基づく自転車
走行空間の整備検討が開始され、サイクルツーリズムの推進による新たな石垣観光の魅力創出に向けた取り組みが行われることとなっ
た。また、市街地の主要歩道については、歩道設置・拡幅等、将来的な整備に向けて検討が行われている。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

【H30年度】
・サイクルツーリズムの推進については、郊外の観光地へ続く道路におい
て、歩行者空間については市街地の主要道路で、整備の検討が進められて
いる。本事業で策定した整備計画は、渋滞解消、交通安全、健康増進、バリ
アフリー、観光ツーリズムなど多岐に渡ることから、各種施策の展開にあたっ
ては、関係機関、関係部署等に本計画に基づいた取り組みを求めていく必要
がある。

【H30年度】
・関係機関や関係部署に各種施策の実施に向けた検討を促すべく、引き
続き本整備計画の周知、連携に取り組む。

実　績

目　標
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実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

基本設計策定完了

実　績 完了 - - - -

目　標 完了 - - - -

実　績

実　績

目　標

実　績

目　標

執行状況の説明 　執行率は98.4%であり、概ね計画どおりに執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

-

実　績 実施 - - - -

基本設計策定、スジアラの国内外市場調査

目　標 実施 - - -

Ｂ．執行済額 9,828 - - - 9,828

執行率（％）(B/A) 98.4% - - - 98.4%

うち
交付金充当額

7,862 - - - 7,862

Ａ．予算現額 9,989 - - - 9,989

負担 □ その他（　　）

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 総事業費

事業内容
　石垣市は海洋都市いしがきを目指しており、様々な養殖業が盛んである。新たな石垣ブランドの開拓を図るため、沖縄県三大高
級魚スジアラ陸上養殖整備に向けた基本設計を行う。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □

市町村名 石垣市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 石垣市スジアラ養殖産業創出事業
沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（６）
29 29 該当箇所

担当部課名 農林水産部 　水産課
事業実施
年度

平成 ～

第３章－３－（７）－カ

亜熱帯・島しょ性に適合した
農林水産業の基盤整備
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- - -

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・関係団体や養殖漁業者等の意見などを踏まえ、養殖施設整備について引き続き検討を行う。また、八重山漁業協同組合を中心とした陸上養殖事業の
事業主体の構成やあり方を検討するため、関係団体との協力体制を構築する。併せて、活魚としての出荷の際の拠点確保も含め、市場確保のための
プロモーション活動を検討する。

状
況
説
明

【H30年度】
・本事業の調査結果を基に、関係団体や養殖漁業者等の意見を把握し、事業創出の可能性を検証した。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

【H30年度】
・調査結果を基に事業創出の可能性を検証し、養殖施設整備のための財源
確保や、運営する事業主体の設立などについて課題の整理を行った。

【H30年度】
・養殖施設については規模を再検討するとともに、運営する事業主体の設
立に向け、関係機関との役割分担等を明確化する。

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

事業の創出
の可能性を検
証する

実　績 - - - - 検証実施

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

　本事業の調査結果を基に、事業の創出の可能性を検
証していく。

目　標 -
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市町村名 石垣市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 漁船用衛星船舶電話通信機器設置補助事業
沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（６）
25 29 該当箇所

担当部課名 農林水産部 　水産課
事業実施
年度

平成 ～

第３章－３－（７）－エ

農林漁業の担い手の育成・確保及
び経営安定対策等の強化

事業内容
　漁船への衛星電話を設置することにより、緊急時における漁協及び漁業者間の連絡体制を構築し、漁業者の人命・財産の保
全、安全操業環境の確保を図る。

実施方法 □ 直接実施 □ 委託 ■ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

～H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 総事業費

Ｂ．執行済額 16,034 - - 17,360 33,394

Ａ．予算現額 16,034 - - 19,389 35,423

執行率（％）(B/A) 100.0% - - 89.5% 94.3%

うち
交付金充当額

12,826 - - 13,888 26,714

執行状況の説明 　最終的な執行率は94.3%であり、概ね計画どおりに執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

実施

実　績 実施 - - - 実施

漁船用衛星船舶電話通信機器設置支援の実
施

目　標 実施 - - -

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

漁船用衛星船舶電話通信機器の設置補助の
実施

実　績 実施 - - - -

目　標 実施 - - - -

完了

実　績 - - - - 完了

衛星船舶電話通信機器設置の完了

目　標 - - - -

実　績

目　標
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事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

定期的に確
認し検証する

実　績 - - - -
定期的に確
認し検証した

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

　漁業者と連絡をとることが可能であることを定期的に検
証することで、緊急時の通信手段の確保が図られている
かを確認する。

目　標 - - - -

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・設置済みの漁船所有者に対し利用状況の聞き取りを行うとともに、新規の漁船用衛生船舶電話通信機器の設置要望に対応する。

状
況
説
明

【H30年度】
・漁業者の出漁時に八重山漁協と双方で通信確認を行うことにより、漁業者と連絡をとることが可能であることを定期的に検証し、緊急時
の通信手段の確保が図られていることを確認した。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

【H30年度】
・機械、エンジントラブル等の際に活用されたこともあり、八重山漁業協同組
合及び漁業者間での緊急時の連絡体制が構築され、安心した出漁に繋がっ
ている。一方で、一部、未設置の漁船がある。

【H30年度】
・今後も安全操業を確保するため未設置の漁船所有者と意見交換等を重
ねるなど、衛星電話の設置について検討する必要がある。

実　績

目　標
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実　績

目　標

- 完了 - - -

Ｈ27年度に作成された改訂素案を基に、検討
委員会等の開催や、住民の意向等を把握し、
改訂案を作成する。

目　標 - 完了 - -

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

石垣市風景計画の改訂に向けた基礎資料の
整理（石垣市風景計画改訂素案の策定）

実　績 素案の作成 - - - -

目　標 素案の作成 - - - -

-

実　績

-

実　績 - 実施 - - -

Ｈ27年度の成果を基に、庁内調整会議及び（仮
称）石垣市風景計画検証委員会において見直し
の検証を行う。また、市民意見等を聴取するた
め、アンケート調査やパブリックコメント、意見交換
会等の開催を行う。

目　標 - 実施 - -

-

実　績 報告書作成 - - - -

既存建築物における景観形成基準適合状況
の把握。

目　標 報告書作成 - - -

執行状況の説明

　平成28年度は、計画書の作成にあたり、関係機関との調整に不測の時間を要したことから、翌年度に繰越し
た。
　執行残は入札残ならびに印刷等の成果品の納品が一部業務内容の変更によって困難になったことによるも
の。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

-

実　績 報告書作成 - - - -

景観重要樹木や景観重要公共施設に関する
評価、景観形成方針等の作成。

目　標 報告書作成 - - -

Ｂ．執行済額 7,689 4,690 - - 12,379

執行率（％）(B/A) 78.1% 87.2% - - 81.3%

うち
交付金充当額

6,151 3,752 - - 9,903

Ａ．予算現額 9,845 5,379 - - 15,224

負担 □ その他（　　）

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 総事業費

事業内容 魅力的な石垣島の風景を保全・創出するために、社会情勢の変化を踏まえ、石垣市風景計画の改訂を行う。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □

市町村名 石垣市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 石垣市風景計画改訂検討業務 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－(１)
27 28 該当箇所

担当部課名 建設部 　都市建設課
事業実施
年度

平成 ～
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（別紙）

- - -

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・本市の建築物等の届出など開発行為については、新石垣空港の開港も相まって、当面の間、増加傾向にあるものと考えられる。様々なニーズに応え
るとともに、本市の魅力的な風景の保全、創出に繋げるためにも、本計画の趣旨、改訂内容、届出等の諸手続きについて、ホームページ等を通じて広く
周知を続けていくこととする。

状
況
説
明

【H30年度】
・魅力的な風景の保全、創出を目的とした計画の改訂案について、住民説明会、公聴会、審議会などの各種手続きを行い、平成30年6月
に計画の改訂が完了できた。
　計画改訂後は、２件の公共工事について、本計画に基づく事業実施に向けた「行為通知」があったほか、景観法に基づいた届出を行う市
民、事業者においては、計画に則った事業計画、諸手続きが行われるようになり、良好な景観形成として効果が発現されてきている。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

【H30年度】
・計画改訂後の内容に即した事業計画が行われるなか、一部、改訂前の内
容で届出る市民、事業者も散見される。

【H30年度】
・風景計画の改訂内容について、引き続き、市民・事業者に対する周知に
取り組む必要がある。

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

魅力的な風景
の保全・創出に
つなげる

実　績 - - - -
魅力的な風景
の保全・創出に
つなげた

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

本事業の調査結果を基に、魅力的な風景の保全・創出を
目的とした事業の実施につなげる。

目　標 -


